
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
令和３年７月３日（土）に第９回教科等指導力養成講座を行いました。７月に入り、養成段階も充実期と
なりました。 
 
【全員共通】 
〇教師として（主任指導主事による講話） 
東京都の目指す教育の方向性や東京都の教員に求められる資質・能力についてのお話がありました。 

先生の目指す教師像として、モデルロールとなる先生を書き出す演習では、特別教育実習先の指導担当の
先生や、学生時代にお世話になった先生の名前を書き出し、改めて教師となるきっかけや目標を明確にし
ている様子が見られました。 
 

【小学校コース】 【特別支援学校コース】 
○授業づくりの基礎（第２回） 
社会の授業における１単位時間の実際として、教

材研究の手順や板書計画、資料提示や発問について
演習を通じて学びました。塾生は、地域の特色を把
握し、地域素材を教材として活用することの重要性
について学びました。 
 
○授業づくりの基礎（第３回） 
国語では、育成すべき資質・能力を明確にした上

で、指導事項や言語活動を設定すること、単元を見
通して指導計画を作成することについて学びまし
た。塾生は、演習を通して評価場面や評価方法につ
いての理解を深めることができました。 

 
算数では、教授による模擬授業を通した講義・演

習を実施しました。適切とは言えない授業場面の演
示から塾生が改善点を考えることで、集団解決の方
法や発問等、実践的な指導に関する理解を深めるこ
とができました。 
 

〇国語と算数 
練馬区立上石神井北小学校の泉田巧人副校長を

講師としてお招きしました。各教科等を合わせた指
導について、事例の紹介を交えながら、児童・生徒
の発達の段階に応じた指導内容や教育課程の編成
等について学びました。 
 
〇教材づくり 
特別支援学校における ICT 機器や活用事例紹介

やプログラミング教材の体験を行いました。タブレ
ット端末を用いたプログラミング教材の体験では、
児童の視点に立ち、教材の工夫や ICT機器のよさに
ついて考えました。 

 

  
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

  
 

～子供たちの夢をかなえる教師になる！～ 
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東京教師養成塾通信 

 
令和３年９月 18日（土）に第 10回教科等指導力養成講座を行いました。 

動画配信とビデオ会議システムの活用による開催となりました。 
高瀬智子主任指導主事の挨拶では、オリンピック・パラリンピックのメダリ 

ストの話を例に、「学び続けること」と「謙虚な姿勢と感謝の気持ちをもつ 
こと」の大切さについて、お話がありました。 
  
１ 主な講座の内容 

【全員共通】オンデマンド配信動画「学級経営③」 

 養成塾担当教授による学級経営計画の作成と支持的風土のある学級経営に 
ついての講義を受けました。学級経営計画の作成に当たっては、学校経営 
方針や教育目標を踏まえながら、児童・生徒の実態に合わせて学級経営計画 
を作成することが大切であるということを学びました。また、支持的風土 
のある学級経営を行う上で、教室環境と言語環境を整えることが重要である 
ということについても学びました。 

 

●第 10回教科等指導力養成講座 

２ 塾生の感想より 
 
学級経営③ ・ 今のうちから学級の環境づくりを具体的に想定しておこうと考えた。１年

生と６年生の教室では、対応や工夫点は全く違ってくる。今後のボランティ
ア活動などで多くの学級を見ていき、どの学年の担当になっても対応できる
ように準備を進めたい。 

 
特別活動② ・ 班別協議で、「高学年では、自己開示できない児童や夢がないと言う児童が

いる。」と言う意見が出た。誰もが、将来に希望を見いだしているわけではな
い。そのことを私は見落としていたと反省した。児童に寄り添った上で学級
経営や授業づくりを行っていく中で、児童が自己開示できるように、声かけ
や支援をすることが、大切だと考えた。 

 
自立と社会参加 ・ 児童・生徒の自己肯定感や自己有用感を高めていき、やりたい、挑戦しよ

うと思えるような指導をしていきたいと思った。児童・生徒が様々なことに
取り組めるようにしていき、可能性を広げていきたいと思う。 

 
課長講話 
「塾生に期待する
こと」 

・ 教師がもつべき心構えを学ぶことができた。具体的には、児童のための教
師になること、正直になること、謙虚になること、学び続ける全てが、教師
において必要であると分かった。特に、失敗を児童にもしっかり見せること
が、午前中に学んだ学級経営にもつながると気付くことができた。 

 

【小学校コース】「特別活動②」 
 当番活動、係活動、学級活動（３）の内容につ 
いて、養成塾担当教授による講義と演習を受講し
ました。演習では、塾生が当番活動と係活動の違
いを考え、それぞれの果たす役割について学びま
した。 
「学級活動（３）一人一人のキャリア形成と自

己実現」では、授業実践の事例紹介により、学期
始めや終業式、行事等の節目を活用して、なりた
い自分を思い描き、成長を自己認識することが効
果的であることや、キャリア・パスポートの活用
方法について学びました。 

 

【特別支援学校コース】「自立と社会参加」 
  ビデオ会議システムにより、特別教育実習の体
験や実践の報告を交えながら、自己肯定感を高め
るための指導計画や、授業中の称賛の仕方やにつ
いて考えました。 
社会参加に向けては、障害の状態や、発達の段

階、児童・生徒の実態に応じて、関係機関と連携
する必要があり、ライフステージに応じて連携す
る機関は異なることや、確実な引継ぎによる切れ
目のない支援が重要であるということを学びま
した。 

   

 

 

 【全員共通】オンデマンド配信動画「塾生に期待すること」 

 教職員研修センター研修部教育開発課の板澤 健一課長から、来年度、教
師となる塾生たちに向けて、「子供のための教師になる」、「正直になる」、「謙
虚になる」、「学び続ける」という４つの話がありました。 
 養成塾での１年間の学びに自信をもつことと同時に、社会の変化に対応し
た指導ができるよう、謙虚な姿勢をもち、学び続けることが重要であるとい
うことを学びました。  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
東京教師養成塾では、教師養成指定校の御理解、御協力をいただきながら、塾生同士の授業参観を行っ

ています。 
塾生同士が授業を参観し、参観後には授業についての協議を行う中で実践的な指導力の一層の充実を図

ることを目的としています。 
授業後の協議では、発問や児童・生徒への言葉掛け、教材の提示方法やタイミング、話合い活動等、授

業改善の視点から塾生が意見を交わしながら、協議を深めています。同じ塾生の授業を参観することで、
自身の授業改善に生かそうとしたり、特別教育実習に向けた意欲を高めたりすることにつながっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

＜塾生による授業参観の様子＞          ＜授業後の協議の様子＞ 
 
 
 
 
都立特別支援学校等に御理解、御協力をいただきながら、学校施設見学と管理職による講話及び施設見 

学を行っています。（第 18期は、知的障害特別支援学校２校、ろう学校２校で実施） 
塾生が学校施設見学を通して、特別支援学校等の教育活動の取組や児童・生徒の発達段階に応じた指導 
等への理解を深めるとともに、学校教育に対する視野を広めることを目的としています。 
施設見学と管理職による講話では、個に応じた指導方法や教材の工夫、教室環境の整備について学びま
した。特別な支援を必要とする児童・生徒への様々な支援について学ぶことで、指示の出し方や座席配置
の工夫、板書の在り方等、自身の授業づくりの課題を明らかにすることにつながっています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

＜施設見学の様子＞           ＜講話後の塾生謝辞の様子＞ 

【塾生の感想より】 
 
塾生同士の 
授業参観 

 
・ 他の塾生の授業を参観することは初めてだったので、自分の授業と比較す
ることができた。協議会は、自分が授業をしたときのように、とても充実し
ていた。自分が見つけられなかった改善点やこれからの授業づくりのことも
学ぶことができた。タブレットを使う場面がなかなかないので、次回の授業
研究でタブレットを使用した授業を行いたい。 

 
特別支援学校等の 
施設見学 

 
・ ろう学校の見学と講話を通して、児童への指示の出し方や立ち位置につい
て学んだ。ろう学校では、全員がお互いに見える馬蹄形という座席の配置の
工夫を知ることができた。通常の学級に置き換えると、常に児童全体が見え
る場所に立つ工夫をすることである。特に危険を伴う体育や理科の実験、実
技等の際には気を付けていきたい。また、今後は、見やすく分かりやすい簡
潔な板書も心掛けていく。 

 

●その他の講座について 

〇 塾生同士の授業参観 

  

〇 特別支援学校等の施設見学 

  


